
令和８年 

足 立 区 選 挙 管 理 委 員 会 

第 １ ５ 回 定 例 会 会 議 要 録 
 

 

１) 開会年月日 令和８年８月３日（月） 

２) 会 議 時 間 午前１０時００分～午前１０時４５分 

３) 場 所 足立区役所南館６階 選挙管理委員会室 

４) 出 席 委 員 委 員 長  針  谷  幹  夫 

   委員長職務代理者  新  井  英  生 

   委     員  古  野  香  織 

   委     員  芦  川  武  雄 

５) 事務局職員  事 務 局 長  依  田    保 

  管 理 係 長  伊  藤  寛  之 

   選 挙 係 長  綿  貫  雄  介 

   管 理 係 主 査  半 田  昴 

           選 挙 係 主 査  平 崎  遼 

６) 傍 聴 者 ０名



７)会議要録 

 

委員長     ただいまより、第１５回足立区選挙管理委員会定例会を開会します。 

まず初めに、第３１号議案「在外選挙人名簿の抹消および登録について」

の説明をお願いします。 

 

事務局長    よろしくお願いいたします。第３１号議案「在外選挙人名簿の抹消および

登録について」でございます。当区の在外選挙人名簿登録者であった方で、

国内の区市町村の住民基本台帳に登録されて４か月経過した方は公職選挙

法第３０条の１１の規定により、名簿から抹消するものであります。 

また、選挙人から在外選挙人名簿への登録の申請を受けた方についての

登録を行うものであります。７月１５日現在の登録者数５２７名、８月３日

現在の登録者数が５２４名。抹消が６名、登録が２名という形になっており

ます。抹消・登録のあった国については、１ページの下の方に記載をさせて

いただいております。 

また、詳細につきましては２ページに記載がございますので、ご確認をい

ただければと存じます。 

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

 

委員長     これについて、質問ありますか。 

質疑はないということで、原案のとおり賛成の方は挙手をお願いします。 

 

       （全員挙手） 

 

委員長     挙手全員でありますので決定されました。 

 

委員長     次に、報告第２５号「会議等の日程について」の説明をお願いします。 

 

管理係長    それでは、３ページをご覧ください。 

まず、８月１７日、１０時からの定例会がございます。 

ここには記載がないのですが、８月１０日から８月１７日にかけて、イン

ターンシップで大学生が５名いらっしゃいます。文教大学の方が３名、日本

大学の方が２名です。１７日がちょうど最終日となりますので、委員会を傍

聴していただいた後に、先生方と意見交換会をさせていただければと思い

ます。よろしくお願いいたします。 

続きまして、９月１日、１５日、こちらも定例会となります。よろしくお



願いいたします。 

それから、９月１８日、ポスターコンクール審査会でございます。 

追加でございますが、１０月３１日、１１月１日が帝京科学大学の学園祭

でございます。ブースを出展できることになりましたので、出展するという

方向で考えております。ご予定がよろしければ、ご参加いただければと思い

ます。 

続いて、１月１１日ですが、二十歳の集いがございます。こちらも午前中

となる見込みですが、数年ぶりに、啓発活動としての出展を予定しておりま

す。 

私からは以上です。 

 

委員長     日程について、何かありますか。 

では、私からですが、１月１１日の二十歳の集いは、我々は主催から抜け

ていますよね。 

 

管理係長    そのとおりです。 

 

委員長     今度は来賓になるわけですか。 

 

事務局長    来賓ではなく、今の想定は「出展者」です。予定としては、エラビ→のバ

ルーンを出して、そこで啓発をするのみですので、会場の中に入るというこ

とは想定していないです。 

 

職務代理者   教育委員や監査委員は入っているのでは。行政委員のうち、選管委員は入

っていなかったのですか。 

 

事務局長    教育委員は主催なので入っていますが、おそらく監査と選管は呼ばれて

いないと思います。 

 

委員長     外でやるのであれば、我々が行く必要があるのかなと逆に思いました。 

 

事務局長    様々な若者向けの啓発をやっていきましょうという趣旨なので、今回お

示ししている帝京科学大学と文教大学、それから二十歳の集いは、いずれも

同様のイメージで考えていただければと思います。 

あくまでも、主催者や来賓ではなくお時間があれば来ていただきたいと

いうことです。 



 

委員長     区民まつりや、舎人公園の千本桜まつりと同じ感覚ですかね。それならわ

かりました。 

 

事務局長    議会の中でも「若者の場に出ないのか」という話があって、「検討します」

と答弁した経緯がありました。委員の皆様からも若者向けの啓発について

以前からご意見をいただいていたので、出展しようと思っています。 

イベントでの啓発においては、区民まつり、帝京科学大学、文教大学、二

十歳の集い、舎人公園、この５つに参加することになります。 

 

職務代理者   インターンシップの意見交換会は、いつになるのですか。 

 

管理係長    ８月１７日の定例会終了後です。 

 

委員長     はい。会議等の日程について他になければ、「その他」をお願いします。 

 

事務局長    その他の案件についてです。 

１点目は出前授業等の予定についてです。 

小学校については北三谷小学校まで無事に終わりまして、足立入谷小学

校が１月を予定しております。中学校の職場体験は、第四中学校は先日終わ

りまして、夏休み明けにたくさん予定しております。 

この夏休み中には、先ほどお話ししましたが、８月１０日から１７日まで、

日大生２人と文教大生３人がインターンシップで来ます。潤徳女子高校は

調整が少し難しいかと思います。高校については今のところ記載の予定ど

おりとなっております。 

それから、先日、北三谷小学校で出前授業を行った際に、動画を撮影して

きました。その動画と、これからご説明するアンケート結果についてまとめ

て、教育委員会などで見ていただくようにして、広げていきたいと思ってい

ます。動画はまだ編集作業中ですが、１分半から３分程度のものを作りたい

と思っております。 

 

事務局長    次に、「主権者教育は子どもを変える」についてです。これは主権者教育

推進員が作ってくれたのですが、これまで行ってきた１５校、６年生８６３

名のアンケート結果です。２ページを見ていただくと、②「選挙の大切さが

わかったか？」について、「わかった」が７８％、「ある程度わかった」が２

１％で、計９９％の児童が理解を示してくれています。③「投票所に行った



ことがあるか？」は５２％ですが、これは投票率とおおむね正比例しており

ます。 

④「１８歳になったら選挙に行こうと思うか？」は、「行ってみたい」が

７２％です。「今はわからない」という児童も含めると、９５％が前向きな

形になっています。⑤「投票所へ行ってみたいか？」という点では、お子さ

んから親御さんに「行ってみたい」と言ってくれれば一番いいかなと思って

います。 

⑥、⑦はなかなか難しい話題ですが、「家庭で政治や選挙の話をするか？」

は、「よく話している」が７％、「たまに話をすることがある」が５３％。「友

達と政治や選挙の話をするか？」は、「ぜひ話をしてみたい」が１２％、「き

っかけがあれば話をしてみたい」が５６％です。大学生や高校生からは、「政

治の話をすると友達から変な人といわれそう」という回答が返ってきてい

ますので、やはり児童といわれる学年層からやっていくことが重要である

と思っております。自由記載については次ページ以降にありますので、後ほ

どご覧ください。 

 

事務局長    次に、「指定施設に関する通知の発送」についてです。公職選挙法では、

投票所における投票を原則としておりますが、例外として指定された病院・

老人ホーム等に入院・入所中の選挙人が、管理者の管理下で投票する「不在

者投票制度」を設けております。 

現在９０施設が登録されています。投票できる施設は、おおむね５０人以

上の収容人員がある施設であり、特別養護老人ホームに関してはおおむね

３０人以上となっております。小規模なところはできません。 

次ページをご覧ください。指定施設としての登録を勧奨する施設ですが、

条件を満たすと想定される６４か所について、ご案内をする予定です。それ

から東京都選管から、施設の中に「ショートステイ」がある場合、条件が整

えば同様に投票できると示されましたので、特別養護老人ホーム２７、介護

老人保健施設１２に対し、ショートステイも対象とする手続きを取りませ

んか、という勧奨をしたいと思っております。最後に、指定施設として登録

しておらずショートステイを行っている施設８か所には両方の勧奨をした

いと思っています。 

今年の１０月頃から通知を出し、来年５月の区議区長選には間に合わせ

たいという段取りです。 

 

事務局長    次にお示ししているのが、滋賀県甲賀市での共通投票所導入の報告です。

前回お話しした後に電話で聞き取りをしました。段取りとしては令和４年



１０月から審議会に諮問して、令和６年３月に答申がありました。令和７年

５月にパブコメを実施したとのことです。 

一番気になっていたネットワーク関係ですが、４９か所のうち、有線が５

か所、無線が４４か所です。無線は株式会社インターネットイニシアティブ

（ＩＩＪ）の閉域網を使っているそうです。 

裏面にいきまして、大きなトラブルはなかったとのことです。期日前投票

率が５３．２７％と半分を超えています。費用についてはまだ精査中とのこ

とです。 

国の方は、投票所はおおむね３ｋｍ以内としており、３ｋｍを超えたとこ

ろについてはタクシーによる移動支援を入れたそうですが、あまり利用は

なかったとのことです。 

共通投票所として設定しましたが、自分の投票区域外で投票した人は３

４２人でした。ほとんどの人は、元々の自分の投票所へ行っています。 

これは推測ですが、やはり隣の投票所までが非常に遠いので、わざわざ移

動距離をかけてまで隣へ行く人は少なかったのだと思います。 

それから、神奈川県横浜市の共通投票所の試行的実施についても、プレス

リリースがありましたので電話で確認しました。 

栄区と瀬谷区の２区で実施する予定です。横浜市は投票区の再編はせず、

ネットワーク関係はこちらも無線ですべて対応するとのことで、甲賀市と

同じＩＩＪの回線を使うそうです。参院選や市長選ですでに無線回線のテ

ストを実施しており、環境は整えたとのことです。 

 

事務局長    最後に、令和元年以降の投票率と期日前投票が占める割合を一覧表にし

ました。 

元年の区議選では、期日前投票者は２７．３１％でしたが、この間の衆院

選においては、４４．０８％が期日前投票でした。選挙ごとにまとめると、

期日前投票者は数万人単位で増えてきております。 

今すぐどうこうという議論ではないのですが、共通投票所を導入した際

の、当日投票所の設置数を検討していくための材料としてお出ししました。 

その他については以上です。 

 

委員長     ご意見がある方はいらっしゃいますか。 

 

古野委員    最初の出前授業のアンケートについて、やるだけではなく、どういった効

果があるのかを測っていくのは非常に重要だと思っております。主権者教

育推進員中心に丁寧に実施していただいたことがレポートからも読み取れ



ました。 

確認させていただきたいのですが、アンケート結果の④について、小学６

年生は「行ってみたい」という回答が非常に多いですが、現実の１８歳の投

票率を見るとギャップがあります。このギャップがどの年齢で生まれてい

るのかを知りたいと思っています。具体的に言うと、今回６年生で取った内

容を、来年の中学生などにも継続的に取っていただくことは可能でしょう

か。中長期的な観測によって、どの年齢でどういうアプローチをすれば気持

ちを保ったまま１８歳で投票に行ってくれるのかを検証すべきではないか

と思いますが、そのあたりの想定はありますか。 

 

事務局長    個別の追跡調査をすることは考えていないのですが、今までも中学校で

同じような内容のアンケートは取っています。小学校は６年生、中学校は２

年生というところで、それぞれの年代の数字を比較することはできます。 

 

古野委員    関連して、主権者教育の効果がどの程度あったのかを把握したいと思っ

ています。例えば、数年後の中学２年生のアンケートに、「小学６年生の時

に主権者教育を受けたか」という項目を１つ入れると、受けた子は意識の低

下が緩やかであるとか、仮説が立てられると思うのです。主権者教育を受け

たかどうかの項目を入れていかないと、単に発達段階で意識が下がったと

いう数値にしか見えないと思うのですが、いかがでしょうか。 

 

事務局長    エビデンスの取り方をどうするかは、一旦保留させていただきたいです。 

 

古野委員    出すか出さないかを選択すればいいのであって、少なくとも事務局や委

員会の中では把握できた方がいいと思います。それなりのコストを払って

やっている施策ですので。 

 

委員長     中学生・高校生もアンケートは取っているけれど、そちらの方の反応は良

くなくなっていますね。やはり年齢が高くなることによって社会全体が見

えてきて、政治不信などが強くなっていれば当然下がります。 

ただ、５ページのまとめでは、小学校の主権者教育の効果として、行動す

る力を育てる教育であると実感しているわけだから、効果はあると言えま

す。中学・高校の段階でなぜ下がってしまうのかを分析して出せばいいので

はないでしょうか。 

 

事務局長    いずれにしても一旦保留でお願いします。 



 

職務代理者   小学校で出前授業を受けて、その効果があるのは当然だと思います。小学

生は純粋ですが、中学生・高校生になるにつれて、政治情勢にも反応してし

まうと思います。 

投票行動につなげるための主権者教育だから、１８歳の投票行動につな

がる方向性に持っていくための策を講じなければいけないと思います。 

 

事務局長    今回取ったアンケートには、③の地域によって投票率に差異があること

など、研究する価値があるものがたくさん含まれていると思います。今年が

小学校に力を入れた初めての年なので、これから様々なことを検討する必

要があると思っています。検討するための根拠をアンケート結果からとす

るのかどうかも含めて時間をいただきたいと思います。 

 

古野委員    二点目です。親子投票について、アンケートで「行ったことがある」が半

数ですが、これも引き上げていきたいと思います。親子投票の啓発の必要性

を改めて感じたのですが、ご予定などはありますか。 

 

事務局長    イベントなどで「親子で投票できると知っていますか」というアンケート

を取って周知を図っています。この子どもたちに「親子で行ける」と言った

ことによって、家庭でお父さん・お母さんに「一緒に行きたい」と言ってほ

しいのが本音です。 

親に直接働きかけるのがいいのか、子どもを介するのがいいのか。６年生

が「投票に行ってみたい」と言った方がいいのではないかとは思います。 

 

古野委員    現在、限られた媒体やタイミングでしか啓発できていないのであれば、も

う少し広げていったほうがよいと思います。 

三点目は、今回小学校で初めて実施された学校が多かったと思いますが、

先生方の反応はいかがでしたか。 

 

管理係長    先生方は、小学校だと選挙を授業の中で噛み砕いて説明するのはなかな

か難しいとおっしゃっていましたが、実際に候補者役になって意見を伝え

たり、児童がそれを聞き取ったりすることの重要性を感じていただけたよ

うです。模擬投票を通じて選挙が親しみやすいものだと伝えられたことに、

感謝の言葉をいただいています。 

 

事務局長    １５校で授業を行いましたが、主権者教育推進員が不在だった際には、何



校かは事務局職員が講義を行っています。それでも９９％が「わかった」と

答えてくれているので、事務局職員が行ってもある程度は理解してもらえ

たという手応えはあります。 

続けていく価値はあると考えています。 

 

古野委員    日常の教育にバトンをパスしていくことになりますので、現場の先生方

の意識がどう変化したのかも、主権者教育推進員を含めて伝えていただけ

たらと思います。 

 

委員長     他はどうですか。 

このアンケート、３ページの最後の⑦ですけれど、大学生・高校生からは

「政治の話をすると友達から変な人といわれそう」という意見があります

けれど、これはレアケースなのでしょうか。かなり多くの学生がそう思って

いるのですか。 

 

事務局長    去年、TEIGEN JPのメンバーや職場体験の学生とやり取りしている中では、

多くの若者がそのような意見を持っているとのことです。ただし、統計デー

タとして持っているわけではありません。政治に興味がない若者はたくさ

んいるのだとは思います。 

 

委員長     これはすごく重要なことです。実際、私の娘は生徒会の会長をしていたの

ですが、生徒会選挙を実際にやったことによって、生徒会のあり方について

考える機会になり、生徒会の活動が変わったと実感したとのことです。 

自分たちが政治を変えることができるという意識を持っていれば、「変な

人といわれそう」という意見には絶対にならないと思います。 

若者の場合、こういう状況になってしまうのを放置してはいけないと思

います。 

模擬投票などの中で、結果によって政治がどう変わるのかを体感させる

ことが極めて重要です。 

これは、今後の課題になるでしょう。 

 

事務局長    最後にもう１点です。啓発品のマグネットを作る件で、様々なご意見いた

だいていますが、これが実物大になります。 

棒状のものも作りたいと申し上げていましたが、見積もりを取ったとこ

ろ、単価が２５０円近くするそうです。さすがにそれは配布できないので、

この名刺サイズの大きさだけ作りたいと思います。 



 

委員長     １つ２５０円もするのですね。わかりました。 

他はよろしいでしょうか。それでは、第１５回足立区選挙管理委員会定例

会を閉会いたします。お疲れ様でした。 

 

（終了時刻 午前１０時４５分） 


